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4,576戸

（各区別人口）平成18年7月末日現在
金武4,772人（ 9） 転入 45人
並里2,669人（－1） 転出 34人
中川 939人（ 2） 出生 11人
伊芸 929人（－3） 死亡 9人
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離婚 2件
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八
月
の
「
電
気
使
用
安
全
月
間
」

の
機
会
に
、
日
常
生
活
を
安
心
し

て
過
ご
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
と

町
内
の
独
居
高
齢
者
世
帯
を
対
象

に
、
金
武
町
電
業
会
が
電
気
設
備

の
安
全
点
検
や
危
険
箇
所
を
補
修

す
る
奉
仕
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
中
部
電
気
工
事
協
同
組

合
の
主
催
で
行
わ
れ
て
お
り
、
金

武
町
は
五
年
に
一
回
位
の
割
当
で

し
た
が
、
今
年
は
電
気
工
事
業
者

と
し
て
地
域
の
た
め
に
貢
献
し
た

い
と
金
武
町
電
業
会
が
独
自
で
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

独
居
高
齢
者
七
世
帯
の
事
前
調

査
を
八
月
十
日
に
行
い
、
十
八
日

に
は
電
球
取
替
え
や
不
良
箇
所
の

改
修
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

資
材
価
格
も
上
が
っ
て
い
る
中
、

数
万
円
も
か
か
る
作
業
を
全
て
無

料
で
実
施
し
て
も
ら
っ
た
方
々
か

ら
は
「
ス
イ
ッ
チ
を
新
し
く
取
り

付
け
て
も
ら
い
使
い
や
す
く
な
っ

て
助
か
っ
た
」「
電
球
を
取
り
替
え

て
も
ら
っ
て
家
の
中
が
明
る
く

な
っ
た
」「
浴
室
の
換
気
扇
ま
で
取

り
替
え
て
も
ら
っ
て
と
て
も
助

か
っ
た
」
な
ど
感
謝
の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

金
武
町
電
業
会　
㈲
丸
仲
電
気

㈲
山
川
電
工
・
㈲
宮
里
電
水
工
業

㈲
國
場
電
工
・
㈲
カ
ネ
タ
ケ
電
水

工
業
（
順
不
同
）

金武町電業会奉仕活動



　

七
月
二
十
三
日
に
北
谷
町
で
行
わ
れ
た
第
42
回
青
年
ふ
る
さ
と
エ
イ

サ
ー
祭
り
、
ま
た
同
月
三
十
日
に
那
覇
市
国
際
通
り
で
行
わ
れ
た
夏

ま
つ
り
in
那
覇 

２
０
０
６
一
万
人
エ
イ
サ
ー
踊
り
隊
に
金
武
区
青
年

会
・
並
里
区
青
年
会
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

両
青
年
会
と
も
金
武
町
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
力
強
い
演
舞
を

披
露
し
、見
物
客
や
観
光
客
を
魅
了
し
、両
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

第 42回

青年ふるさとエイサー祭り
夏まつりin 那覇 2006 
一万人エイサー踊り隊

　

今
回
で
７
回
目
と
な
る
金
武
町

青
年
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
が
金
武
町

金
武
地
区
公
園
で
八
月
十
二
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
並
里
区
・
屋
嘉
区
・
伊

第
７
回
金
武
町
青
年
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り

芸
区
・
中
川
区
・
金
武
区
青
年
会

の
エ
イ
サ
ー
演
舞
に
加
え
、
特
別

出
場
と
し
て
町
外
か
ら
沖
縄
市

登
川
青
年
会
、
名
護
市
辺
野
古
青

年
会
、
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
バ
ン
ド
、

町
内
か
ら
並
里
区
伝
統
芸
能
保
存

会
・
障
害
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
星
空
の
会
」・
金
武
町
雄
飛
太
鼓

の
演
舞
、
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
バ
ン
ド

「ZU
KA
N

」
ら
も
出
演
し
、
青
年

エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
に
華
を
添
え
ま

し
た
。

[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[[

▲金武区

▲並里区青年会 ▲金武区青年会

▲並里区青年会

▲オリオンビールのCMにも出演している登川青年会

▲辺野古青年会エイサー

▲星空の会エイサー

▲フォークダンスのような踊りがある伊芸区青年会

▲屋嘉区青年会

▲県内でも珍しいウスデークを使用した中川区青年会のエイサー
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第
二
回
金
武
町
商
工
会
会
長
杯
少
年

野
球
大
会
が
八
月
十
二
・
十
三
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
八
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
決
勝
戦
は
金
武
ジ
ュ
ニ
ア
・

ス
タ
ー
ズ
Ａ
チ
ー
ム
対
Ｂ
チ
ー
ム
で
行

わ
れ
、
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
三
日
に
は
一

般
硬
式
野
球
チ
ー
ム
金
武
イ
ー
グ
ル
ス

に
よ
る
野
球
教
室
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
金
武
ジ
ュ
ニ
ア
・
ス
タ
ー

ズ
は
七
月
の
第
十
三
回
漢
那
ダ
ム
祭
り

で
行
わ
れ
た
第
一
回
少
年
野
球
大
会
で

も
激
戦
を
制
し
、
優
勝
を
飾
っ
て
い
ま
す
。

成
績
優　勝 金武ジュニア･スターズA

準優勝 金武ジュニア･スターズB

個
人
賞

殊勲賞 新里　和貴
（金武ジュニア･スターズA）

敢闘賞 仲間　太陽
（金武ジュニア・スターズB）

打撃賞 石川　嵐
（金武ジュニア･スターズA）

選手宣誓
記念メダル

護得久　啓貴
（金武雄飛）

▲野球教室のようす

▲優勝した金武ジュニアスターズチーム

　
第
二
回
商
工
会
長
杯
少
年
野
球
大
会

　

中
学
二
年
生
を
対
象
に
思
春
期
保
健

体
験
学
習
が
金
武
町
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
話
、
乳
児
や
そ
の
保
護
者
と
の
ふ

れ
あ
い
体
験
を
通
し
て
健
康
な
母
性
・

父
性
の
確
立
、
生
命
の
尊
さ
、
性
の
尊

さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
事
業
で
す
。

　

講
話
は
六
月
五
日
、
抱
っ
こ
体
験
は

八
月
一
日
、三
・
四
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

思春期保健体験学習･抱っこ体験

▲赤ちゃんを抱っこ体験する中学生

　

第
二
十
六
回
新
報
児
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上

競
技
大
会
が
八
月
五
・
六
日
に
沖
縄
県
総
合
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

金
武
町
か
ら
は
個
人
種
目
三
〇
、
リ
レ
ー
種

目
五
チ
ー
ム
参
加
、
両
種
目
あ
わ
せ
て
十
三
種

目
が
決
勝
へ
進
出
し
ま
し
た
。

　

五
年
生
男
子
ボ
ー
ル
投
げ
で
は
、
大
嶺
智
君

が
大
会
新
記
録
で
一
位
と
い
う
好
成
績
を
収
め

て
い
ま
す
。上
位
入
賞
者
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

第
二
十
六
回
新
報

　

児
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会

第26回新報児童オリンピック陸上競技大会上位入賞者
学年 性別 種目 氏名 学校名 記録 順位
５年 男 ボール投 大　嶺　　　智 金武小 64ｍ69（大会新） 1
３年 女 100ｍ 伊　芸　さくら 金武小 16.59 2
６年 女 ボール投 安富祖　千　夏 嘉芸小 48ｍ61 3

４年 男
４×
100ｍ
Ｒ

平　川　　　翔
仲　間　翔太郎
上　原　一　郎
宇久田　海　貴

金武小 65.66 3

▲大会新記録だした大嶺智君

　

金
武
区
と
交
流
事
業
を

行
っ
て
い
る
岩
手
県
洋
野
町

（
旧
種
市
町
）
の
子
ど
も
達

が
七
月
二
十
六
日
に
、
ま
た

並
里
区
と
交
流
事
業
を
行
っ

て
い
る
山
形
県
長
井
市
伊
佐

沢
地
区
沖
縄
交
流
団
の
子
ど

も
達
が
七
月
三
十
一
日
に
役

場
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
庭

で
生
活
を
と
も
に
す
る
こ
と

で
異
文
化
に
触
れ
、
ま
た
町

内
散
策
や
海
水
浴
、
カ
ヌ
ー

と
い
っ
た
体
験
学
習
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

ようこそ金武町へ

▲岩手県洋野町の子ども達

▲山形県長井市伊佐沢地区沖縄交流団の子ども達

　

八
月
五
日
、
渡
慶
頭
海
岸
で
マ

リ
ー
ン
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
（
社
会

福
祉
協
議
会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

国
道
沿
い
に
面
し
て
い
る
海
水

浴
や
ビ
ー
チ
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
が

行
わ
れ
る
普
段
か
ら
馴
染
み
深
い

渡
慶
頭
海
岸
を
き
れ
い
に
し
、
自

然
を
大
切
に
し
よ
う
と
多
く
の
方

が
集
ま
り
、
袋
い
っ
ぱ
い
に
ご
み

を
拾
い
ま
し
た
。

海
を
き
れ
い
に
！
マ
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

▲▼海をきれいに清掃

▲報告に訪れた生徒たち

　

七
月
二
十
三
日
に
那
覇

市
民
会
館
で
行
わ
れ
た
第

四
十
六
回
県
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
で
金
武
中
学
校
選

択
合
唱
ク
ラ
ス
の
女
声
合

唱
が
金
賞
受
賞
、
ま
た
同

月
二
十
六
日
同
会
場
で
行

わ
れ
た
第
四
十
六
回
沖
縄

県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で

同
校
吹
奏
楽
部
が
中
学
校

Ｂ
パ
ー
ト
の
部(

三
十
人

以
下
編
成)

で
金
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

金
武
中
学
校
選
択
合
唱

ク
ラ
ス
は
、
九
月
九
日
に

大
分
県
で
行
わ
れ
る
第

六
十
一
回
九
州
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
へ
沖
縄
県
代
表
と

し
て
派
遣
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
。

★金賞受賞★
金武中学校九州大会へ
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上江洲　徳　幸
担当:伊芸区1～3班

　

こ
の
ほ
ど
、
上
江
洲
徳
之
さ

ん
と
前
田
佳
代
子
さ
ん
が
平
成

一
八
年
四
月
一
日
付
で
厚
生
労

働
大
臣
と
沖
縄
県
知
事
か
ら
民

生
児
童
委
員
の
委
嘱
を
受
け
ま

し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
区
域
の

民

生

児

童

委

員

福
祉
増
進
を
図
る
た
め
、
関
係

行
政
機
関
へ
の
協
力
、
社
会
福

祉
事
業
施
設
な
ど
と
の
連
絡
を

密
に
し
、
そ
の
機
能
を
助
け
る

な
ど
、
民
間
の
奉
仕
者
と
し
て

積
極
的
な
活
動
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

前　田　佳代子
担当:金武1区6～8班

　

こ
の
ほ
ど
、
平
成
十
八
年
度
の
金
武
町
海
外
子

弟
等
研
修
生
受
入
事
業
が
三
名
の
研
修
生
を
受
入

れ
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
来
町
し
た
研
修
生
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
仲

田
み
ど
り
シ
ン
チ
ア
さ
ん
、
上
野
リ
カ
ル
ド
真
規

さ
ん
、
ペ
ル
ー
か
ら
安
富
祖
末
吉 

ア
レ
ハ
ン
ド
ロ

さ
ん
の
三
名
で
す
。
研
修
生
は
十
一
月
三
十
日
ま

で
滞
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
分
野
や
沖
縄
文
化

を
学
ぶ
と
と
も
に
、
町
内
の
各
小
学
校
で
の
交
流

や
町
内
で
催
し
さ
れ
ま
す
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
も
参

加
し
て
町
民
と
の
親
睦
を
図
り
ま
す
。

三
名
の
研
修
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
分
野
や
沖
縄
文
化
を
学
ぶ

氏　　名：仲田　みどり　シンチア
国　　籍：ブラジル連邦共和国

屋　　号：ウイーバル(並里区)

　　　　　父：仲田　正

　　　　　母：仲田　光子

研修科目：琉球伝統芸能、地方行政

氏　　名：上野　リカルド　真規
国　　籍：ブラジル連邦共和国

屋　　号：メーマシチャ (並里区)

　　　　　父：上野　シンジ

　　　　　母：上野　一江

研修科目：琉球伝統芸能、コンピュータ

氏　　名：安富祖　末吉　アレハンドロ
国　　籍：ペルー共和国

屋　　号：イリクハン小（金武区）

　　　　　父：安富祖　アレハンドロ

　　　　　母：末吉　伊計　フィリア

研修科目：琉球伝統芸能、音響技術

平
成
十
八
年
度  

海
外
移
住
者
子
弟
等
研
修
生
紹
介

　

準
優
勝
し
た
金
武
町

▲
国
頭
郡
大
会
準
優
勝

　

第
四
十
三
回
国
頭

郡
野
球
大
会
が
七
月

一
、二
日
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

決
勝
は
、
金
武
町
と

宜
野
座
村
で
争
わ
れ
、

先
取
点
を
奪
い
ま
し
た

が
最
終
回
に
宜
野
座
村

に
追
い
つ
か
れ
延
長
の

末
、
二
対
一
で
惜
し
く

も
宜
野
座
村
に
敗
れ
ま

し
た
。
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伊
芸
区

屋
嘉
区

中
川
区

一　

区

三　

区

二　

区

四

区

中川区優勝男子 女子

2 0 0 2 2 1

1 2
2 0
３位決定戦

1 2 2 0
四　

区

屋
嘉
区

四　

区

一　

区

屋
嘉
区

三　

区

二　

区

中
川
区

伊
芸
区

中川区優勝

2 0 0 2 2 1

2 1
0 2
３位決定戦

1 2 2 1
伊
芸
区

一　

区

中
川
区

一　

区

二　

区

伊
芸
区

四　

区

屋
嘉
区

三

区

一区優勝

4 1 1 4 3 2

1 3
3 1
３位決定戦

2 3 0 3
三　

区

二　

区

三　

区

中
川
区

二　

区

四　

区

一　

区

屋
嘉
区

伊
芸
区

二区優勝男子 女子

16 38 23 71 32 36

27 62
25 34
３位決定戦

24 35 44 35
伊
芸
区

三　

区

屋
嘉
区

三　

区

中
川
区

一　

区

四　

区

二　

区

伊
芸
区

一区優勝

18 30 36 19 37 29

18 28
30 32
３位決定戦

18 48 46 16
伊
芸
区

三　

区

　

七
月
二
十
日
、
町
民
体
育
大
会
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
が
町
立
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
競
技
は
、
九
人

制
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
二
セ
ッ
ト

先
取
し
た
チ
ー
ム
が
勝
ち
と
な
り
ま
す
。

男
子
、
女
子
の
部
と
も
に
中
川
区
チ
ー

ム
が
制
し
、
見
事
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
部
は
、
町
立
体
育
館
で
七
月
三
十

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

男
女
と
も
に
七
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
男
子
は
二
区
チ
ー

ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。
二
区
チ
ー
ム
男
子
は
連
続
優
勝
を

十
七
に
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
女
子
は
一
区
チ
ー
ム
が
四
区

チ
ー
ム
の
四
連
覇
を
止
め
、
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

第
28
回
町
民
体
育
大
会

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

バ
ト
ミ
ン
ト
ン

▲アベック優勝の中川区

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
部
は
七
月
二
十
三

日
、
金
武
町
立
庭
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 　

試
合
は
団
体
戦
で
行
わ
れ
、
三
戦
先

取
で
勝
敗
を
き
め
ま
す
。
真
夏
の
炎
天

下
の
中
、
一
区
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
制
し
、

優
勝
し
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

▲優勝した一区チーム

▲優勝した一区チーム

▲17連覇の二区チーム

ご存知ですか?「育成資金の無利子貸付」
　自動車事故が原因で保護者が死亡されたり、保護者が重度の後遺障害
を残すこととなったために生活が困窮しているご家庭のお子様の健全な
育成が図られるよう、義務教育終了までの成長期における経済的な手助
けを行う貸付制度です。
　また、同制度を利用する方々の交流の場として「友の会」を設置し、
会員相互の親睦を通じた精神的な支援を行うとともに、全国の支所に配置
している過程相談員が交通被害者の家庭の様々な相談に応じています。
★貸付対象者⇒自動車事故により死亡した方または重度の後遺障害が

残った方のお子様で義務教育終了前の児童
★貸付金額⇒1人につき最初 一時金15万5千円、以後月額2万円

希望により小学校、中学校入学時に入学支度金4万4千円
★貸付期間⇒貸付決定時から中学を卒業するまで
★利　　子⇒無利子
★貸付金の返還⇒貸付終了後6ヶ月または1年の据え置き期間経過後20

年以内。(高校、大学等への進学者は卒業まで返還を
猶予)

自動車事故により重度後遺障害者となられた方へ
介護料支給のご案内
　介護料は、自動車事故が原因で、脳、脊髄又は胸腹部臓器を損傷し、
重度の後遺障害を持つため、移動、食事及び排泄など日常生活動作につ
いて常時又は随時の介護を必要とする対象者を介護するご家庭に対し、
ご家族の経済的、精神的、肉体的な負担の軽減を図るため、介護料の
支給を行っています。
★対象者⇒常時又は随時の介護が必要な状態は、自賠責保険等による後遺障

害等級認定通知書または所定の書式による診断書にて審査いたしま
す。（対象者本人または対象者の生計を維持する所得の一番多い方
で、前年の合計所得が1千万円以上は支給されません。）

★支給期間⇒支給期間は申請受付のあった日の属する月から、受給資格
喪失事由の発生した日の属する月まで。

※申込・問合せ先　（独）自動車事故対策機構沖縄支所
　那覇市前島2-32-13　電話 (098)-862-8667　 FAX (098)-862-8668

自動車事故による被害者の方へ

支
給
金
額

① 常時の介護が必要な方のうち、「重度後遺診断書」
で症状が「最重度」であると見止められた方 68,440円~136,880円

② 上記以外で常時の介護が必要な方 58,570円~108,000円

③ 随時の介護が必要な方 29,290円~ 54,000円
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道
路
方
式
と
は
、
あ
ら
か
じ
め

名
前
の
つ
け
ら
れ
た
道
路
の
両
側

を
奇
数
・
偶
数
に
分
け
て
住
居
番

号
を
つ
け
た
も
の
で
す
。
欧
米
で

は
最
も
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る

方
式
で
す
が
、
日
本
で
は
、
道
路

の
名
前
が
つ
い
て
い
な
い
こ
と
が

多
い
の
で
（
通
称
な
ど
は
除
く
）、

こ
の
方
式
を
採
用
し
て
い
る
市
町

村
は
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

同
方
式
で
住
所
を
表
示
す
る
場

合
は
、
金
武
町
○
○
通
り
○
○
番

○
○
号
と
表
示
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。（
左
図
参
照
）
ま
た
、
道

路
方
式
を
採

用
す
る
場
合

は
、
国
へ
届

け
出
る
こ
と

に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

先
月
号
で
、
住
居
表
示
制
度
に
関
す
る
二
つ
の
方
式
の
う
ち

「
街
区
方
式
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
も
う
一

つ
の
「
道
路
方
式
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

「
道
路
方
式
」に
つ
い
て

●住居表示制度に関するお問合わせ●
　金武町役場 企画課
　TEL 968－6262　FAX 968－6270

　メール kikaku@town.kin.okinawa.jp

「
住
居
表
示（
住
所
の
表
示
）制
度
」に
つ
い
て

No.3

ご存知ですか?
○警察安全相談（相談全般にわたる窓口）
　全国共通 #9110 又は 098-863-9110
～ 9 月 11 日は「警察安全相談の日」～
#9110 のスローガン 「安心の 相談ダイヤル #9110」
○性犯罪被害者専用相談電話（性犯罪被害に関する相談）098-868-0110
○ヤングテレホンコーナー
　（少年の悩みごとや保護者等の抱えている少年問題などに関する相談）
　（フリーダイヤル）0120-276-556（一般加入電話）098-862-0111
○暴力情報 110 番（暴力団犯罪などに関する相談）098-862-0007
○悪質商法 110 番（悪質商法など生活経済犯罪の被害に関する相談）
　098-861-9110
関係機関・団体の相談窓口
○（社）沖縄県被害者支援ゆいセンター [ 民間被害者支援団体 ]
　（犯罪の被害にあった方やその方や家族のための相談窓口です）
　098-866-7830
○暴力団情報・相談 [ 暴力団追放沖縄県民会議 ]（暴力団に関する相談）
　098-868-0893
○交通事故相談 [ 交通事故相談 ]（交通事故に関する相談）098-868-2291
犯罪被害給付制度
　犯罪被害給付制度は、故意の犯罪行為 ( 殺人や傷害など ) により死亡さ
れた被害者の遺族の方や重症病を負い、若しくは障害が残ることとなった
被害者の方に対して、国が犯罪被害者等給付金を支給する制度です。
　給付金には、①遺族給付金②重症病給付金③傷害給付金の種類があります。
なお、公的補償を受ける場合や損害賠償を受けたときは、その額と給付金
が調整されます。支給対象の要件、程度及び申請手続きについては、最寄
りの警察署か下記におたずねください。
沖縄県警察本部広報相談課被害者相談支援室 098-862-0110 　内線 2173

警察の相談窓口

　携帯電話を子どもに持たせることで、親は緊急時の連絡や所在の確認が
できます。一方、親の目の届かないところで、携帯インターネット上に存
在する有害情報サイト(出会い系サイト、ギャンブルサイト等)にアクセス
できてしまうという危険性も持ち合わせており、出会い系サイトを利用し
て青少年がトラブルに巻き込まれるケースが多発しています。
　携帯電話会社は、有害情報サイトへのアクセス制限サービスを無料で提
供しています。 詳しくは、携帯電話各ショップもしくは以下の電話番号に
お問い合わせいただくか、以下のホームページでご確認ください。

子どもたちに見せたくない有害サイトをブロックするサービスを

携帯電話会社 有害サイトアクセス制限サービス お問い合わせ先

NTTドコモ
キッズiモード
キッズiモードプラス

・ドコモ携帯電話から局番なしの151(無料)
・一般電話から0120-800-000(無料)
・ホームページ http://www.nttdocomo.co.jp/

KDDI

EZ安心アクセスサービス ・auの携帯電話から局番なしの157(無料)

EZweb利用制限
・ツーカーの携帯電話から局番なしの151(無料)
・一般電話から(いずれも無料)0077-7-111(au)
・ホームページ http://www.kddi.com/

ボーダフォン ウェブ利用制限

・ボーダフォンの携帯電話から
　局番なしの157(無料)
・一般電話から 0088-21-2000
・ホームページ http://www.vodafone.jp/top.htm

各社の有害サイトアクセス制限サービス
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10月1日事業所・企業統計調査を実施します。
　調査は日本全国全ての事業所が対象です。
　事業所・企業統計調査は商店や工場、営業所、事務所、銀
行、旅館、学習塾、病院、寺院など、全ての事業所が対象と
なる大規模な統計調査です。
　統計調査の結果は国や都道府県、市区町村などがこれから
の行政を考える重要な基礎資料として活用されます。
　9月下旬から各事業所に「調査員証」を携行している調査員
がお伺いし、調査票の説明の説明をしますので、調査票への
記入をお願いします。
　どうぞご協力をお願いいたします。

お問い合わせ　金武町役場 企画課　TEL 968-6262

平成18年事業所・企業統計調査

　財団法人沖縄県国際交流・人材育成財団では、平成19年度小渕東
西サンター奨学生を募集します。ハワイ州にある東西センター及び
ハワイ大学大学院に派遣します。

１　種別：修士課程（２年） ２名程度

２　国内応募締切：平成18年11月24日(金)17：00まで 
　　※ 郵送の場合も、平成18年11月24日(金)までに当財団必着 

３　申請書類提出・問い合わせ先：
　　財団法人沖縄県国際交流・人材育成財団 留学課 留学係 
　　〒900-0034 那覇市東町1番1号 沖縄県那覇東町会館7階 
　　TEL (098)941-6771 
　　FAX (098)941-6811 
※募集要項・申請書は、財団ホームページよりダウンロードで
きます。

　　　ホームページ:http://www.oihf.or.jp/

平成19年度小渕東西センター奨学生の募集のお知らせ

　石綿による健康被害を受けた場合には、補償する制度があり
ます。お心当たりのある方は、医師や関係機関等に相談の上、申
請・請求の手続きをとることをお勧めします。

１）労災保険法等
　 （石綿による健康被害が職業上のものと認められる場合）
　職業上、石綿にさらされる労働者又は特別加入者は、労災補
償制度により補償されます。また、労働者又は特別加入者のご
遺族で、時効により労災保険法に基づく遺族補償給付の支給を
受ける権利が消滅した方に対して「特別遺族給付金」が支給さ
れます。　これらの給付については、最寄りの労働基準監督署
に相談の上、申請手続きを行ってください。

職業上での石綿健康被害に関する相談窓口
　沖縄労働基準監督署………………………（098）982-1263
　名護労働基準監督署………………………（0980）52-2691
　沖縄労働局労災補償課……………………（098）868-3559
《基地従業員向け》
　独立行政法人駐留軍等労働者労務管理機構 那覇支部厚生課
　………………………………………………（098）879-1027
　コザ支部厚生課……………………………（098）932-1093
　那覇防衛施設局……………………………（098）866-2236
　嘉手納防衛施設事務所……………………（098）932-1093

２）石綿健康被害救済制度
　 （労災補償制度及び特別遺族給付金の対象とならない方）
石綿による健康被害を受けた方及びそのご遺族に対して、医療
費等救済給付の支給を行う制度です。

〈指定疾病〉
　石綿を吸入することにより発症した1中皮腫、2肺がん(気管支又
は肺の悪性新生物)及び、3これらに付随する疾病で、日常生活に制
限があり、治療が必要であるもの。

〈対象者〉
　１）石綿による中皮腫や肺がん等で治療中の方
　２）平成18年3月27日より前にこれらの病気で亡くなられた方のご遺族

〈救済給付の種類〉医療費、療養手当、葬祭料等

申請・請求窓口（お問い合わせ先）
独立行政法人環境再生保全機構 http://www.erca.go.jp
フリーダイヤル：（0120）389-981 Eメール:asbestos@erca.go.jp
環境省地方環境事務所　http://www.env.go.jp/region/
中部福祉保健所健康推進課　TEL（098）938-9701

重要!!　平成18年3月27日以降、石綿による指定疾病にかかってい
る方が、認定申請を行わないでお亡くなりになった場合、救済給
付は受けとる事ができません。現在、石綿による中皮腫や肺がん
及び、これらに付随する疾患にかかっている方は、お早めに申請
の手続きをされることをお勧めします。

石綿による健康被害への補償制度について

並里・金武地区農業集落排水事業の同意(お礼)
　産業振興課では、並里・金武地区の下水道整備事業推進の
ため、並里区・金武区のご協力のもと各世帯から本事業の同
意取り付けを行ってまいりましたが、おかげをもちまして両
区民多数の同意を得られることができました。
　これまで、同意書の配布・回収をして頂きました行政委員・
各班長、また同意していただいた地域住民の方々ご協力あり
がとうございました。
同意率については以下のとおりです。

並 里 区 ８１．７ %

金 武 区 ８５．６ %

並 里 ・ 金 武 地 区 ８３．１ %

　自動車使用者の皆様には、自動車の不具合による交通事故や公害
の防止を図る必要から、適切な保守管理及び点検・整備の実施が義
務付けされています。
　内閣府沖縄総合事務局では、自動車使用者の皆様に自動車の点検・
整備を確実に実施して頂くため、本年9月から10月までの2ヶ月間
を自動車点検整備推進強化月間として関係機関及び関係団体の協力
のもと「自動車点検整備推進運動」を実施します。
　「人と車と環境との調和のとれた車社会」を形成するためには、
自動車の使用者一人一人が自己の責任において、日常における自動
車の保守管理を確実に実施することが大切です。
自動車使用者の皆様のご理解とご協力をよろしくお願い致します。

自動車の点検・整備の確実な実施について

【お問い合わせ先】
　　内閣府沖縄総合事務局運輸部　車両安全課整備係
　　TEL：098-966-0031（内線227）　FAX：098-860-2369
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伯
金
武
町
人
会
主
催

　

第
一
回　

金
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町

祭

　

本
町
で
は
、
沖
縄

県
が
開
催
す
る
第
４

回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー

ン
チ
ュ
大
会
に
時
期

を
あ
わ
せ
て
、
本
町

出
身
の
海
外
移
住
者

子
弟
を
町
民
全
体
で

温
か
く
迎
え
、
本
町

と
移
住
地
と
の
交
流

を
拡
大
発
展
さ
せ
、

相
互
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に

第
４
回
世
界
の
シ
マ

ヌ
チ
ュ
大
会
を
開
催

し
、
次
の
事
業
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

第4回 世界のシマヌチュ大会

日　　　時 時　　　間 事　　業　　名 場　　　　所

10月７日㈯
10時~17時
11時~11時45分
12時15分~14時15分
14時30分~16時30分

国際交流写真展（8日まで開催）
當山久三翁顕彰式
世界のシマヌチュ歓迎式
海外移民の父

町立体育館
雄飛の森
金武町立体育館
中央公民館ホール

10月8日㈰ 10時~12時40分
14時~16時30分

町内視察
国際親善三世代ゲートボール大会 モーシヌ森公園ゲートボール場

10月10日㈫ 9時~18時 島内視察
10月11日㈬ 18時~20時 第4回世界のウチナーンチュ大会前夜祭 国際通り
10月12日㈭ 13時~ 第4回世界のウチナーンチュ大会開会式

沖縄コンベンションセンター（主会場）10月13日㈮･14日㈯ 10時~ 第4回世界のウチナーンチュ大会
10月15日㈰ 18時~20時 第4回世界のウチナーンチュ大会閉会式

問合せ先／金武町役場 企画課  電話 968-6262  有線電話 8-6262

　

旧
盆
の
ウ
ン
ケ
ー
前
日
、
某
青

年
会
が
町
内
の
社
会
福
祉
施
設
で

エ
イ
サ
ー
を
踊
る
と
い
う
の
で
同

行
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
笑
顔

で
一
緒
に
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
を
踊
る

人
、ま
た
涙
ぐ
む
人
も
い
ま
し
た
。

私
も
学
生
や
青
年
会
時
代
に
施
設

訪
問
し
、
エ
イ
サ
ー
を
踊
っ
た
経

験
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
時
の
皆

さ
ん
の
笑
顔
は
今
で
も
心
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　

次
の
週
に
は
、
金
武
町
電
業

会
の
奉
仕
活
動
に
同
行
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
表
紙
に
も
載
せ
ま

し
た
が
、
お
年
寄
り
の
方
が
高
い

場
所
の
電
気
を
換
え
た
り
す
る
こ

と
は
非
常
に
危
険
で
す
。
万
が
一

転
倒
し
て
捻
挫
・
骨
折
を
し
て
し

ま
う
と
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
寝

た
き
り
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。「
安
全
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
」

と
、
暑
い
中
汗
だ
く
に
な
っ
て
一

生
懸
命
に
作
業
を
し
て
い
る
業
者

の
方
々
を
見
て
い
て
温
か
い
も
の

が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
忙
し
さ
を
理
由
に
祖

母
の
と
こ
ろ
に
足
を
運
ん
で
い
な

か
っ
た
な
ぁ
と
少
し
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
月
は
敬
老
の
日
が
あ
り
ま

す
。
普
段
忙
し
い
み
な
さ
ん
も
こ

の
機
会
に
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち

を
届
け
て
素
敵
な
笑
顔
が
見
ら
れ

る
と
い
い
で
す
ね
。

日程：平成18年9月18日㈪［ 敬老の日 ］         
場所：金武町立中央公民館 大ホール
時間：１回目 11:00
　　　２回目 14:00
　　　３回目 18:30
チケット：大人（高校生以上）¥1,000
　　　　　小・中学生　¥500
※前売り、当日とも金額は変わりません。
　　主催：金武町文化振興実行委員会
　　後援：金武町教育委員会
問合せ先：金武町立中央公民館 968-2992

映画ドキュメンタリー
ドラマ90分
御万人の心をとらえた
沖縄の音楽家
　　　宮良 長包

　

七
月
二
十
三

日
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
沖
縄
県
人
会
サ
ン
マ
テ
ウ
ス

支
部
会
館
で
第
一
回
金
武
町
祭

（
在
伯
金
武
町
人
会
主
催
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

シ
マ
ン
チ
ュ
の
二
世
三
世
達

で
、
か
ぎ
や
で
風
・
鳩
間
節
・

前
ヌ
浜
等
六
つ
の
琉
球
舞
踊
、

三
味
線
を
二
百
名
近
く
の
観
客

に
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ビ

ン
ゴ
大
会
・
盆
踊
り
・
唄
や
太

鼓
（
エ
イ
サ
ー
）
も
あ
り
、
最

後
に
は
全
体
で
カ
チ
ャ
ー
シ
ー

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
で

は
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
汁
や
沖
縄
そ
ば
、

県
人
会
の
シ
ャ
ツ
な
ど
も
販
売

さ
れ
ま
し
た
。

▲第3回世界のシマヌチュ大会に訪れた海外移住者子弟の方々

※日程については変更になる場合があります。
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